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広瀬中学校区 校番 19 福山市立広瀬中学校 
   

 最終更新日 2021 年(令和 3 年）2 月 26 日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

元々中学校区に在住する児童生徒は

「０」となり，学校に隣接する児童

養護施設から通学する児童生徒や，

他の校区から通学する児童生徒が増

加している。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
「課題発見・解決力」「コミュニケーション能力」「共感力」 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

・挑戦・・命と健康を大切にする心を持ち，粘り強くやり抜く子ども 
・共高・・様々な考えを理解し，個性や違いを尊重し合い，共に高め合える子ども 
・創造・・知識や経験を基に考え，新たな学びを創造する子ども 

中学校区として 
統一した取組等 

小中合同行事を効果的に仕組み，異年齢交流や大人数での活動を行い，児童生徒の

「やればできる」「やってよかった」と感じる体験を積ませ，自己肯定感を高める。 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

小学校時に不登校傾向や大人数の集団に馴染めなかったりした生徒や，小規

模・少人数な環境を選び校区外から登校する生徒が多い。そのため，学力が定

着していなく，生活習慣も確立できていない，自己肯定感が低い生徒の割合が

高い。 

 

＜授業＞ 

基礎的・基本的な学習内容を確実に定着させるために，具体物を使ったり，

個に応じた指導に取り組んだりしている。生徒が主体的に学ぶ授業について

は，ブロック研修で学んだことを自校で取り組み，授業改善等を図っている。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
「課題発見・解決力」 「コミュニケーション能力」 「共感力」 

めざす 

子ども像 

中期 

物事を多面的に見たり，経験や知識を活用し

たりする中で，新たな課題を発見し，よりよ

い解決方法を選択することで，目的に応じた

解決策を導き出すことができる。 

多様な他者と互いに考

えを認め合いながら，

協働することができ

る。 

思いやり，優しさを持

って，人に接し，相手

目線で考えることがで

きる。 

後期 

物事を多面的に見たり，経験や知識を活用し

たりする中で，新たな課題を発見し，多様な

他者と協働したり，よりよい解決方法を選択

したりすることで，目的に応じた解決策を導

き出したり，実行したりすることができる。 

多様な他者と協働する

ことで，新たな考えを

創造し，適切かつ効果

的な解決策を導き出す

ことができる。 

思いやり，優しさ，助

け合いの心を持ち，協

働し，高まり合うこと

ができる。 

   

研究 

教科等 総合的な学習の時間 

主題・ 

内容等 

（研究主題） 
思考力・表現力の育成 

（研究内容） 
○「子ども主体の学び 全教室展開」に向けて，それぞれの教科で，どう考えさせ，どう伝えさ 
せ，どう自分の考えを持たせるのか。また，困った時に，生徒同士をどうつなげ，自分たちで 
解決させるのか。 

○生徒どうしの学び合いによる協働的で主体的な学びの推進 

めざす授業の姿 

○「なぜ，どうして？」「教えて！」「わかった，できた！」「もっとやりたい！」な 
どの声が出る授業 

○個の課題に合わせた支援が適切に行われ，誰もが分かる授業 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

学校の取組みや成果を分かりやす
く示すことで，改善のための有効な
意見を聞くことができた。 
 また，少人数小規模校のため，児
童生徒個々の変容から，成果を確認
すると共に，これまで以上に地域・
保護者と連携した取組みが大切であ
る。 

 

ミッション 

へき地・小規模校の特徴を生かし，保護者の願いや生徒の課題を的確に掴み，

保護者・地域・学校が一体となり効果的な広瀬中学校区教育を展開する。 

 
学校教育目標 

自ら学び 心豊かで たくましく生きる生徒を育てよう 

 



（管理規則第３条実施要領 別紙様式）                                                               Ｎｏ.（２） 

２ 

 

Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

 

 
 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

２ 

生徒が主体
的，対話的に
学び，個々の
生徒の学力を
確実に定着・
向上させる。 

★ 
継
続 

①生徒が主体的, 
対話的で深い 
学びとなるよ 
う，生徒どうし 
の学び合いの 
ある授業を定 
着させる。 

○学び合いのあ 
る場面を必ず
授業に取り入
れ，生徒アンケ
ートで見取る。 

○「授業がよくわか
る」「授業で考え
ることは面白い」
生徒肯定的評価 
80％以上 

□「学び合いの
ある場面を授
業に取り入れ
ている」「授業
が よ く わ か
る」「授業で考
えることは面 
白い」の生徒 
肯定的評価は 
それぞれ 
82.5％， 
83.9％， 
71.9％ 
であった。 

３ ３ 

○今後もわかる 
授業を工夫し 
学び合いのあ
る場面を必ず
授業に取り入
れ，生徒の肯
定的評価を
80％以上と
する。 
 

□「授業がよくわ
かる」「授業で考
えることは面白
い」の生徒肯定
的評価はそれぞ
れ 89.4％， 
66.7％ 
であった。 

◎生徒どうしの学
び合いのある授
業を取り入れて
いると回答した
生徒の肯定的評
価は81.0％で 

 あった。 

３ ３ ３ 

○一斉研修等で
個々の教員が学

んだことをもと
に，今後も学び
合いのある場面

を授業に取り入
れて，わかる授
業を工夫してい

く。あわせて，教
職員・生徒アンケ
ート等で見取って

いく。 

★ 
継
続 

②思考力・表現力 
を育成する。 

 

○年間を通して 
俳句作りをさ 
せる。また，定 
期的に俳句学 
習会を開催す 
る。 

○全生徒，俳句句作 
数一人100句以 
上 

 

□１学期末時点, 
100 句達成； 
３名，50 句 

 達成；10 名。 
 俳句学習会は
実施せず，一
人一句作った
俳句を送り， 
評価してもら 
う取組を実施
する。 

２ ２ 

○今後も継続し 
た取組を行い 
全生徒，俳句 
句作数一人 
100 句以上 
とする。 

□２学期末時点, 
100 句達成； 
６名，50 句 

 達成；９名。 
 俳句学習会は実
施せず，作った
俳句を送り，評
価してもらう取
組を実施した。 

◎俳句作りを通し  
 て，思考力・表現
力を育成するこ
とができた。 

２ ２ ３ 

○今後も全生徒，俳 
句句作数を無理の 

ないように設定し 
継続した取組を行 
っていく。 

１ 

生徒の自己指
導能力（主体
性・積極性）を
向上させる。 

★ 
新
規 

③生徒に達成感 
を持たせ，リー 
ダーとしての 
自覚を持たせ 
る。 

○小中合同行事等 
に生徒が主体的
に参画する。 

○「達成感」「協働・
参画」生徒肯定的
評価80％以上 

□運動文化祭に 
おいて「達成 
感」「協働・参 
画」の生徒肯 
定的評価はそ 
れぞれ 
79.3％， 
82.7％であ 
った。 

３ ３ 

〇普段からリー 
ダーとしての 

 自覚をもって 
 取り組む場面 
を取り入れ，生 
徒肯定的評価 
を80％以上と 
する。 

□駅伝・ロードレ 
ース大会におい 
て「達成感」「協 
働・参画」の生 
徒肯定的評価は 
ともに 81.4％ 
であった。 

◎上級生はリーダ 
ーとしての自覚 
を持てるように 
なってきた。 

４ ４ ４ 

〇生徒が達成感を
感じ，リーダーと

しての自覚を持
てるよう，生徒の
アイデア等を活

かし，主体的に活
躍できるように
取り組んでいく。 

★ 
新
規 

④生徒に自信と 
発表力をつけ 
させる。 

○英語暗唱大会 
や俳句作品展
に積極的に出
場・出品する。 

○英語暗唱大会出 
場，全生徒５％ 
以上 

○俳句作品展入選， 
全生徒15％以 
上 

□英語暗唱大会 
には１年生が 
１名出場，全 
生徒の３％で 
あった。 

□俳句作品展へ 
はこれから出 
品予定。 

２ ２ 

○普段から人前 
で英語のスピ 
ーチができる 
ように英語の 
授業を工夫さ 
せる。 

○各種俳句作品 
展に出品し，入 
選を目指す。 

□１月末時点，俳 
 句作品展等入選 

3 名，全生徒の 
9.1％ 
であった。 

◎各種コンクール 
 等へ積極的に出 
品することで， 
生徒たちの自信 
へとつなげるこ 
とができた。 

２ ２ ２ 

〇今後も生徒に自

信と発表力をつ
けるために，い
ろんなコンクー

ル等を紹介し，
粘り強く取り組
ませていきた

い。 

福山市立広瀬中学校 
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中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 
基礎体力を向
上させる。 

 
新
規 

⑤持久力を中心 
に体力を向上 
させる。 

〇新体力テスト
を全校で実施
し，前年度の自
己記録を全て
上回る。 

〇自己記録が前年
度より上回った
生徒90％以上 

〇持久力に係る再
テスト自己ベス
ト80％以上 

□自己記録が前 
年度より上回 
った生徒 25 
％であった。 

□持久力に係る 
テストは未実 
施 

２ ２ 

〇運動への意欲 
の持たせ方や 
授業内容を工 
夫し，自己記録 
が前年度より 
上回った生徒 
を90％以上に 
する。 

□自己記録が前年 
度より上回った 
生徒は 61％で 
あった。 

◎いろんな取組を 
行ったが，体力 
を向上させるこ 
とはできなかっ 
た。 

２ ２ 3 

〇運動への意欲 
の持たせ方や 
授業内容を工 
夫し，全生徒が 
自己記録が前 
年度より上回 
るよう取り組 
んでいく。 

★ 
新
規 

⑥部活動（ソフト 
テニス）を充実 
させる。 

 
 
 
 

○部員どうし相 
互に刺激し合い，
高め合うよう全
教職員で指導す
る。 

○「部活動が充実し 
ている」生徒肯 
定的評価80％
以上 

□部活動が充実 
していると回 
答した生徒肯 
定的評価は 
75.0％であ 
った。 

２ ２ 

〇練習内容や練 
習時間を工夫
し，部活動が
充実している
と回答する生
徒肯定的評価
を 80％以上
とする。 

□部活動が充実し 
ていると回答し 
た生徒肯定的評 
価は 64.7％で 
あった。 

◎部活動を通して 
体は成長できた 
が，心の成長ま 
でつなげること 
ができなかっ 
た。 

２ ２ ３ 

〇練習内容や練 
習時間を工夫
する中で，部
活動を充実さ
せていく。特
に心が成長で
きるよう取り
組んでいく。 

３ 

地域・保護者
から信頼され
る学校教育を
推進する。 

 
新
規 

⑦その日のこと 
はその日のう 
ちにを意識し 
た家庭連携を 
行う。 

〇生徒に係る情 
報を共有し，家 
庭連携に係る 
報連相と確認 
を実施する。 

〇家庭連携に係る 
教員・保護者肯定 
的評価80％以 
上 

□家庭連携に係 
る肯定的評価 
は，教員 
66.7％，保護
者100％であ
った。 

３ ３ 

○今後も様々な 
機会を通して 
保護者との連
携を積極的に 
行い，教員・保 
護者肯定的評価 
を80％以上と 
する。 

□家庭連携に係る
肯定的評価は，
教員66.7％，保
護者100％であ
った。 

◎その日のことはそ
の日のうちに家庭
連携を行うことが
できた。 

３ ３ ４ 

○今後も様々な 
機会を通して 
保護者との連
携を積極的に 
行うよう取り 
組んでいく。 

★ 
継
続 

⑧地域，保護者へ 
積極的に学校 
情報を発信す 
る。 

○様々な機会を 
通して地域・保 
護者との情報
発信（各種便
り・ＨＰ等）を
積極的に行う。 

○保護者学校満足
度80％以上  

□積極的に学校
情報を発信し
ていると回答
した保護者の
学校満足度は 
96.6％であっ
た。 

３ ３ 

○今後も様々な
機会を通して
地域・保護者
との情報発信
を積極的に行
い，保護者学校
満足度を80％
以上とする。 

□積極的に学校情
報を発信してい

ると回答した保
護者の学校満足度
は96.6％であっ

た。 
◎学校通信やＨＰを
通して，保護者，

地域へ積極的に
学校情報を発信
することができ

た。 

４ ４ 5 

〇今以上に地域
や保護者から
信頼されるた
めに，丁寧で
きめ細かい対
応を推進して
いく。 
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中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 

働き方改革の
意義を理解
し，自ら実践
することがで
きる。 

★ 
新
規 

⑨７時間45分を 
 意識し，心身と 
もに健康な働
き方ができる。 

○部活動休養日 
と定時退校日
等を確実に実
施する。 

○時間外勤務時間， 
月45時間を超
える職員ゼロ 

□時間外勤務時
間，月45時間
を超える職員
ゼロは達成で
きなかった。 

 時間外勤務時
間，月45時間
を超える職員数 

 ４月；１人 
 ５月；０人 
 ６月；１人 
 ７月；１人 
 ８月；０人 

２ ２ 

○今後も部活動
休養日と定時
退校日を確実
に実施し，時間
外勤務時間，月
45時間を超え
る職員をゼロ
とする。 

 

□時間外勤務時間，
月45時間を超え
る職員ゼロは達成
できなかった。 

 時間外勤務時間，
月45時間を超え
る職員数 

  ９月；0人 
 10月；1人 
 11月；１人 
 12月；0人 
   １月；０人 
  2月；0人 
◎教職員が心身と 
 もに健康な働き 
方ができるよう 
に取り組んだが 
目標を達成する 
ことができなか 
った。 

３ 3 4 

□教職員が元気で 
生徒に向き合う 
時間を十分取る 

ために，働き方改 
革を推進してい 
く。また，若手教 

職員の人材育成 
を推進していく。 

★ 
新
規 

⑩本校での仕事
に意義とやり
がいを感じる
ことができる。 

○教職員相互の 
サポート体制 
を確立する。 

○教職員肯定的評 
価95％以上 

□本校での仕事 
に意義とやり 
がいを感じる 
ことができる 
と回答した教 
職員の肯定的 
評価は88.9％ 
であった。 

２ ２ 

○教職員相互の 
サポート体制 
を確立すると 
ともに，それぞ 
れの業務につ 
いての意味づ 
けを行い，仕 
事に意義とや 
りがいを感じ 
ることができ 
ると回答する 
教職員の肯定 
的評価を95％ 
以上と.する。 

□本校での仕事に 
意義とやりが
いを感じるこ
とができると
回答した教職
員の肯定的評価
は77.8％であっ
た。 

◎教職員が教育活 
動に意義ややり 
がいを感じるこ 
とができるよう 
に取り組んだが 
目標を達成する 
ことができなか 
った。 

２ 2 3 

○教職員相互のサ
ポート体制を確

立するとともに
それぞれの業務
についての意味

づけを行い，仕 
事に意義とやり 
がいを感じるこ 

とができるよう 
に取り組んでい 
く。 

 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


